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村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

お田植祭／2024年5月26日

　 予算執行状況
0４ 	トピックス 第30回余市川クリーンアップ作戦・歩こう会・「お田植祭」が開催されました ほか
06 	スポーツニュース 各種大会の結果
07 	健康支援センターだより あなたは大丈夫？熱中症チェック！
　  むらの事件簿 竹下末雄さんが瑞宝単光章受章・花火遊びは迷惑にならない場所と時間 ほか
11 	お知らせ伝言板 花いっぱい運動のご協力ありがとうございました ほか
18 	赤井川村写真館・編集後記
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予算執行状況
　村民のみなさんに、赤井川村の財政状況を理解していただくために、令和５年度の予算執行状況をお知らせし
ます。みなさんが納める税金や国、道からの補助金は、私たちの生活をより良くするために様々な形で使われて
います。これは、令和６年３月31日現在でどのくらい納められ、どのように使われているかの状況です。

◆一般会計《歳入》 （表１）� ※上段は令和４年度、下段は令和５年度、（ ）内は前年を100とした割合

歳　入　合　計 234,891.6万円
253,386.0万円（107.87%）

使用料及び手数料 3,065.7万円
2,844.8万円 （92.79%）

国庫支出金 19,094.0万円
15,055.9万円 （78.85%）

道 支 出 金 3,640.2万円
4,271.7万円（117.35%）

◆一般会計《歳出》 （表２）　 ※上段は令和４年度、下段は令和５年度、（ ）内は前年を100とした割合
議　会　費 4,473.6万円

4,595.0万円（102.71%）
総　務　費 76,856.9万円

　72,643.3万円 （94.52%）
民　生　費 33,657.9万円

31,378.2万円 （93.23%）
衛　生　費 24,697.2万円

28,129.0万円（113.90%）

農林水産業費 12,309.0万円
14,944.4万円（121.41%）

※�村の歳入（表１）を科目別に見ると、一番多いのが地方交付税（国で集めた税金を一定の割合で交付するお金）の
11億8,309万8千円で収入の約50％を占めています。一方、「歳入」が村に入ってくるお金であることに対して、「歳出」
はその入ってきたお金をどのように使ったものかを示すものです。令和５年度の歳出総額（表２）は、前年度に比
べて5,565万3千円多い25億9,736万4千円となりました。

地方交付税 117,221.8万円
118,309.8万円（100.93%）

地方譲与税 4,526.9万円
4,557.7万円（100.68%）

寄　附　金 29,832.2万円
34,642.3万円（116.12%）

繰　入　金 542.6万円
1,676.3万円（308.94%）

分担金及び負担金 146.9万円
485.7万円（330.63%）

株式等譲渡所得割交付金 28.1万円
47.7万円（169.75%）

地方消費税交付金 3,257.8万円
3,275.2万円（100.53%）

法人事業税交付金 274.5万円
299.8万円（109.22%）

利子割交付金 4.5万円
4.2万円 （93.33%）

財 産 収 入 843.7万円
1,130.0万円（133.93%）

配当割交付金 34.4万円
40.8万円（118.60%）

繰　越　金 13,354.4万円
8,819.9万円 （66.04%）

自動車税環境性能割交付金 356.9万円
417.3万円（116.92%）

村　　　税 34,715.7万円
34,202.5万円 （98.52%）

消　防　費 15,516.2万円
16,213.9万円  （104.50%） 

　教　育　費 18,122.6万円
19,206.2万円  （105.98%）

土　木　費 32,196.1万円
30,999.4万円    （96.28%）

公　債　費 24,496.9万円
24,237.8万円    （98.94%）

商　工　費 11,195.7万円
15,718.2万円（140.39%）

地方特例交付金 35.6万円
39.0万円（109.55%）   　

村　　　債 0.0万円
18,741.0万円（皆増）　

交通安全対策特別交付金 0.0万円
0.0万円 （0.00%）

自動車取得税交付金 0.0万円
34.7万円（皆増）　

諸　収　入 3,915.7万円
4,489.7万円（114.66%）

災害復旧費     649.0万円
  1,671.0万円  （257.47%） 

歳　出　合　計 254,171.1万円
259,736.4万円（102.19%）
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◆特別会計《歳入・歳出》 �※上段は令和４年度、下段は令和５年度、（ ）内は前年を100とした割合
歳　出 1,634.4万円

1,775.1万円（108.61%）
歳　入 1,768.5万円

1,812.6万円（102.49%）後期高齢者医療

歳　出 4,082.8万円
4,376.2万円（107.19%）

歳　入 4,555.7万円
4,680.5万円（102.74%）国民健康保険事業

歳　出 11,309.0万円
11,491.8万円（101.62%）

簡 易 水 道 事 業

歳　出 7,954.2万円
8,953.3万円（112.56%）

下 水 道 事 業

※�特別会計とは、特定の収入を持って特定の支出に充てるような事業について、その支出を明らかにするために一般会計と
区分して設けられるものを言います。

歳　入 7,983.8万円
12,841.2万円（160.84%）

歳　入 6,929.1万円
9,132.9万円（131.80%）

◆令和５年度予算の執行状況                                                           （単位：万円）

会　　　計　　　名 予算額 収入済額 執行率 前年度 支出済額 執行率 前年度
一 般 会 計 293,720.7 253,386.0 86.3% 83.5% 259,736.4 88.4% 90.4%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,939.3 1,812.6 93.5% 95.5% 1,775.1 91.5% 88.2%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,797.4 4,680.5 97.6% 101.1% 4,376.2 91.2% 90.6%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 12,065.9 12,841.2 106.4% 58.8% 11,491.8 95.2% 83.3%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 10,861.5 9,132.9 84.1% 78.9% 8,953.3 82.4% 90.5%
※簡易水道会計、下水道会計の収入が不足となっていますが、基金等を一時運用しています。
※予算額には、前年度の繰越事業費も含まれています。

◆基　金� （単位：万円）
区　　分 令和５年度 令和４年度

（　一　般　会　計　）
財 政 調 整 基 金 37,395.7 33,345.4
公 共 施 設 整 備 基 金 59,874.8 59,816.2
敬 老 福 祉 基 金 13,679.5 13,646.5
減 債 基 金 14,337.7 13,737.9
土 地 開 発 基 金 1,021.1 1,765.0
農 産 物 価格安定基金 5,685.8 5,962.6
畑地かんがい排水施設管理基金 5,123.1 5,162.7
ふ る さ と 創 生 基 金 5,000.0 5,000.0
さ く ら ・もみじ基金 4,746.3 4,939.8
移住・定住支援事業基金 0.1 0.1
赤井川村森林環境譲与税基金 1,351.5 1,011.5
赤 井 川 村 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感染症対策利子補給基金 0.0 75.8
備 荒 資 金組合納付金 125,613.8 124,988.5

計 273,829.4 269,452.0
（　特　別　会　計　）
財政調整基金（国保） 1,729.8 1,493.2
財政調整基金（簡水） 0.0 0.0

合　　　計 275,559.2 270,945.2

※�村では、財政に余裕のあるときは積み立てして、苦しい
時または必要に応じて取り崩すためにお金を蓄えていま
す。基金には大きく分けて２つの種類があり、一つは特
定の目的のために財産を維持し基金を積み立て、もう一
つは定額の資金を運用するために設置されるものです。

◆長期借入金の残高
区　　分 令和５年度末現在 令和４年度末現在

一 般 会 計 21億9,822万円 22億6,380万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億2,137万円 2億2,930万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億4,428万円 1億3,178万円

※�長期借入金（起債）のうち、そのほとんどは地方交付税
で償還金に対する財源措置がされており、村は将来的な
返済の負担軽減を図るため、有利な起債事業を選択して
各種施策を行っています。

◆一時借入金の残高
（R６年３月末日現在）

一般会計 0円
※�長期借入金とは、地方公共団体が、道路・下水道・学
校等の公共施設を整備する際に多額な経費を要し、税
収等の一般財源で賄うことが困難な場合、一会計年度
を超えて借りる借入金のこと。これに対し、一会計年
度内での一時的な借入を一時借入金といいます。

◆村の財産状況（R６年３月末日現在）

◆土　地� 16,750,534㎡
◆建　物� 34,565㎡
◆有価証券� 20万円
◆出資による権利
� 395.2万円

※�村もみなさんの家庭と同様に
財産を持っています。土地、
建物の他に出資による権利、
株券などです。財産には、よ
り良い行政サービスを提供す
るためのものや、公共のため
に必要な団体などを支援する
ことを目的に所持するものな
どがあります。
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　今年の歩こう会は、幼児から大人まで18名の参加がありました。
　今年のコースは、役場を出発し、消防署の前を通り日ノ出地区
方面へ向かい、「日ノ出ファームポンド」を目指して出発地点の役場
に戻る、約９㎞の道のりでした。
　当日は、余市川クリーンアップ作戦も開催されており、ゴミを拾
いながら歩きました。また、途中に阿部社会教育アドバイザーから、
標柱や草花などの説明もあり、参加者は最後まで楽しく歩ききるこ
とができました。参加された皆さま、お疲れ様でした。

歩こう会
2024.5.18　赤井川村内

　令和６年５月18日（土）、余市川流域の町村が合同で行っている
余市川クリーンアップが実施され、赤井川会場では84名の方々に参
加いただきました。
　当日は天候にも恵まれ、丁寧にごみを拾っていただいた結果、約
110㎏が回収されました。
　これからも豊かな自然環境を守っていくため、活動へのご理解・
ご協力をよろしくお願いいたします。

第３０回余市川クリーンアップ作戦
2024.5.18　赤井川村内

「お田植祭」が開催されました
2024.5.26　字曲川

　５月26日（日）に赤井川水稲部会と住吉神社が「お田植祭」を合
同開催しました。
　当日は、37人が参加し、農業機械の乗車や神事「御田植祭」、
卵焼き教室などを体験しました。
　参加者アンケートでは、「食べ物のありがたさを感じた」「初めて
機械から見渡した田んぼは本当にいい景色だった」という声があり
ました。

狂犬病予防注射
2024.5.27　赤井川村内

　毎年実施している犬の登録と狂犬病予防注射が５月27日（月）に
行われました。
　今年は、当日新規登録された犬は０頭、注射をした犬は25頭で
した。
　予防注射は飼い主の義務であり、もしもの時は他者に対する責
任も発生しますので、来年も忘れずに予防注射の接種をお願い致し
ます。
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Topics

河村商店へ感謝状贈呈
2024.5.27　河村商店

　むらバスの運行開始から、すべての運行日に「のんびり待合所」
を開設してくれた河村商店が5月26日を持って閉店されました。
　「のんびり待合所」は利用者の寒さ、雨風を防いでくれ、最近では、
利用者の交流スペースとしても活用されていました。
　むらバス利用者の利用環境向上に大きく貢献された河村商店に
赤井川村地域公共交通活性化協会長より感謝状を贈呈しました。
　長い間大変ありがとうございました。

　今年もボランティアサークルひまわり会のご協力により、役場庁
舎と村体育館前花壇の花植えが行われました。
　ボランティアの皆さんが手際よく植えてくださり、予定していた時
間よりもはやく終了することができました。
　ひまわり会の皆さん、お忙しい中での作業ありがとうございました。
　マリーゴールドなど様 な々花が植えられていますので、咲き誇って
いる姿をお近くをお通りの際は、是非鑑賞してみてください。

役場庁舎・体育館の花壇がきれいになりました
2024.5.31　赤井川村役場・村体育館

赤井川小学校運動会
2024.6.1　赤井川小学校

　運動会のはじめに、３～６年生が迫力のあるカルデラ太鼓の演
奏を披露してくれました。
　開会式では、１年生が１名だけではありましたが、元気いっぱ
いの選手宣誓を行いました。
　各学年の徒競走ではみな力強い走りを見せてくれました。赤小
ソーランではしっかりと振り付けを覚え、体をいっぱいに使って踊
りました。団体種目は低学年が玉転がし、高学年が玉入れ、最後
に全校生徒でリレーを行いました。リレーは、途中差が広がりまし
たが、接戦の末に見事赤組が勝利しました。
　結果は運動会全体の総合点は、紅白が同点でした。どちらの組
も練習の成果を発揮していて、とても見ごたえのある運動会になり
ました。
　応援に来てくださった保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうご
ざいました。

都小学校大運動会
2024.6.8　都小学校

　今年は、国際交流事業として来村している北海道教育大学の留
学生の皆さんを迎え、運動会を実施しました。
　開会式では、児童一人ひとりが運動会に向け、力強い決意表明
を会場の方々に届けることができました。
　留学生を交えた「借り人競走」や都小学校恒例種目「与作」など、
大盛況の運動会となりました。プログラムの最後を飾ったのは、一
人あたりトラック半周という長い距離を走る全校児童による「紅白
リレー」です。走順やバトンパスなど、各チームの作戦のもと行われ、
子ども達の力いっぱいの走りに最後まで目が離せない白熱した競
技となりました。
　応援に来てくださった保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうご
ざいました。
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Topics

　今年度も、北海道教育大学の留学生が来村し、夏季国際交流
事業を行いました。
　１日目に、赤井川小学校と赤井川中学校へ行き、児童生徒と交
流を行い、昼食に給食を食べました。学校では、授業を見学したり、
自国の紹介では児童生徒から質問を受けていました。
　２日目は、都小学校の運動会に参加しました。留学生たちは、
借り人競争や赤井川音頭など、地域の方を対象としている競技に
参加しました。運動会を初めて体験する学生も多く、戸惑いながら
も楽しそうに参加していました。
　その後、地域の方を講師に招いて、着物の生地を使った箸置き
の作成、夕方からはカルデラ太鼓保存会の皆さんの協力で餅つき
と太鼓演奏を行いました。
　最終日は、二川農園で農業体験を行いました。氷室に貯蔵され
ているジャガイモの芽かきと袋詰めを行い、最後に二川さんからア
スパラをお土産にもらいました。
　留学生たちは８月下旬にはそれぞれ帰国するとのことですが、大
学だけでは体験できなかったことをこの３日間で行い、大変充実し
た体験をすることができたと喜んでいました。
　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

令和６年度夏季国際交流
2024.6.7～9　赤井川村内

赤井川村と北海道ガス（株）連携協定締結式
2024.6.10　キロロリゾートマウンテンセンター

　６月10日（月）キロロリゾートマウンテンセンターにて、赤井川村と
北海道ガス株式会社の連携協定締結式を行いました。
　当日は赤井川村の125歳の誕生日（開村記念日）でした。このため、
連携協定締結式の前に北海道ガス株式会社川村社長さんから小
樽切子の水差しを誕生日プレゼントとして寄贈していただきました。
　代々村長が受け継ぐ水差しとして利用させていただきます。
　さて、この協定は、赤井川村と北海道ガス株式会社と緊密な相
互連携のもと、それぞれが有する資源を有効活用して、赤井川村
における省エネと再生可能エネルギーの地産地消を促進し、地域
経済の活性化とエネルギー転換などによる脱炭素推進を目的とする
ものです。
　赤井川村と北海道ガス株式会社の取り組みは、赤井川村の立場
からは、北海道ガス株式会社のこれまでの「知見」と「ノウハウ」
のご提供とご協力のもと、再生可能エネルギー活用による産業の
活性化・情報発信などに取り組みたいと考えております。
　本締結式にご出席いただきました関係機関の皆様、並びに締結
式開催にご協力いただきました皆様に、心より感謝申し上げます。
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木
村　

岩
雄

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
6
計
121

▽
4
位　

今
城　
　

豪

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
10
計
125

▽
5
位　

安
孫
子　

大

　
　

ス
コ
ア
125
ハ
ン
デ
0
計
125

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果
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ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
る
あ

な
た
は
、
熱
中
症
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

①
暑
く
て
も
あ
ま
り
汗
を
か
か

　

な
い

②
お
風
呂
の
お
湯
は
熱
め
で
入

　
る

③
夜
中
に
起
き
た
く
な
い
の
で

　

寝
る
前
の
水
分
は
控
え
る
よ

　

う
に
し
て
い
る

④
夏
は
エ
ア
コ
ン
よ
り
扇
風
機

　

を
使
う

⑤
寝
る
と
き
は
部
屋
に
一
人
き

　

り
で
寝
て
い
る

　

①
は
体
温
調
節
機
能
が
低
下

し
て
い
る
可
能
性
②
は
熱
さ
寒

さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
③
脱
水
症
状
の
危
険
性

④
適
切
な
気
温
や
湿
度
環
境
で

は
な
い
可
能
性
⑤
体
調
不
良
時

に
周
囲
の
人
が
気
づ
け
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
、

年
を
重
ね
る
ご
と
に
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
の
で
、
気
温
や
湿

度
を
知
り
、
室
内
を
適
切
に
涼

し
く
保
ち
、
計
画
的
に
水
分
を

と
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
は
、
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
の
悠
楽
室
を
”

暑
熱
避
難
施
設
”
と
し
て
ど
な

た
で
も
利
用
可
能
で
す(

セ
ン

タ
ー
開
設
の
曜
日
日
時
に
限
る

)

暑
さ
指
数
が
28
（
厳
重
警
戒
）

以
上
ま
た
は
気
温
30
度
以
上
に

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
場
合

は
、
防
災
無
線
で
注
意
を
呼
び

か
け
ま
す
の
で
、
室
内
に
エ
ア

コ
ン
が
な
い
皆
様
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
に
当
事
業
所
の
メ
ン
バ

ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
赤
井

川
村
に
伺
い
、
こ
の
地
域
で
生

活
し
て
い
る
当
事
者
の
方
と
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
好
き
な
活

動
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
り
す
る

「
出
張
交
流
会
」（
共
生
型
地
域

交
流
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

５
月
は
、
話
し
た
い
テ
ー
マ

を
皆
で
考
え
、「
防
災
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
18
日
（
木
）

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室　

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し　

　
余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番
地
26

　
℡
０
１
３
５

－

２
３

－

７
３
６
０

　今年の春は何だか肌寒い日が続きましたね。で
も、予報では今年の夏の暑さも厳しそうです。
　これからの時期、ぜひ熱中症の予防に心がけま
しょう。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

熱
中
症
チ
ェ
ッ
ク
！

出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し

開
催
の
お
知
ら
せ

　

後
志
広
域
連
合
で
は
、
介
護

保
険
料
の
普
通
徴
収
納
付
書
通

知
書
を
７
月
７
日
頃
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
納

期
は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
年
８
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制

度
に
お
い
て
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保

険
料
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
納
期
期
限
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
℡
０
１
３
６

－

５
５

－

８
０
１
３

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
℡
０
１
３
５

－

３
５

－

２
０
５
０

介
護
保
険
料
普
通
徴
収

納
期
限
の
お
知
ら
せ

期　別 納　期　限
第１期 令和６年７月25日（木）
第２期 令和６年８月26日（月）
第３期 令和６年９月25日（水）
第４期 令和６年10月25日（金）
第５期 令和６年11月25日（月）
第６期 令和６年12月25日（水）
第７期 令和７年１月27日（月）
第８期 令和７年２月25日（火）

■介護保険料納期限
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次のフロー図で確認してください。あなたの年齢は？（令和７年３月31日時点の年齢）

20歳～39歳
（昭和60年４月１日～平成17年３月31日）

40歳～74歳
（昭和24年10月15日～昭和60年3月31日）
※健診受診日時点で74歳以下の方

あなたのお持ちの健康保険証は？

75歳以上
（昭和24年10月15日以前に生まれた方）
※健診受診日時点で75歳以上の方

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

一般健康診査
国保健康診査

国民健康保険以外
（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

国保特定健康診査

　村が実施する健康診査に
合わせて健診することができ
ます。その場合は、必ず受診
券（保険者が発行するもの）
が必要です。お手元にない方
は加入保険者にお問い合わ
せください。また、検査項目
は加入している医療保険に
よって異なりますので加入保
険者にお問い合わせください。
　申込方法は、村が実施す
る健康診査の受付期間に、
健康支援センターにお申し
込みください。日程について
は広報および防災無線でお
知らせします。

特定健康診査

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

高齢者健康診査

国民健康保険国民健康保険以外
（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）

住民健診では
なく勤め先の
【事業主健診】
を受けてください

は　い いいえ

住民健診では
なく勤め先の
【事業主健診】
を受けてください

は　い いいえ

国民健康保険

あなたは被扶養者または
任意継続者ですか？

あなたは被扶養者または
任意継続者ですか？

　村では、令和６年10月15日（火）～17日（木）までの３日間、住民健診を実施します。
　令和３年度から健診委託先が『北海道対がん協会　札幌がん健診センター』になりました。対象者につ
いて下記のフロー図で確認してください。
　特に国民健康保険の加入者以外でお勤めの方は、住民健診の対象ではなく「事業主健診」の対象になり
ます。
　今年度「事業主健診」を住民健診と同日でご利用の希望の事業主の方は、①赤井川村商工会に加入して
いる場合は商工会が健診の申し込み等のお手伝いをしておりますので、事務手続き等の代行をご希望の場
合はそちらにお問い合わせください。②商工会に加入していない場合は、対がん協会に直接ご相談ください。

　申し込み方法及び受診方法は広報あかいがわ８月号でお知らせします。
　不明な点がありましたら、保健福祉課保健師（℡３５－２０５０）までお問い合わせください。

■基本健診
１．基本健診

令和６年度 住民健診・がん検診のご案内

※国民健康保険加入者及び後期高齢者には８月中旬に住民健診のご案内を郵送いたします。それ以外の方
　で、受診券をお持ちで特定健康診査を受ける方は住民健診の受付期間に健康支援センターに申し込みを
　してください。

後期高齢者医療保険

健康支援センターだより
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３．特定保健指導とは？
　特定健康診査の結果より、生活習慣の改善が必要な度合いによって、保健師や管理栄養士などが受診者に「動
機付け支援」や「積極的支援」の支援を行います。

４．基本健康診査項目
　赤井川村では住民の皆様に、健康に対する関心を持っていただくため、たくさんの検査を受ける事が出来ます。
　そのため、一般健康診査・国保健康診査・国保特定健康診査・高齢者健康診査の健診項目は、すべて同じです。
　国民健康保険加入者以外の特定健康診査については、各医療保険者によって異なります。

■がん検診・肝炎検査・ヘリコバクタ－ピロリ菌抗体検査・風しん抗体検査
　加入している医療保険の種類に関わらず、村民の方であれば受診できます。
　年齢（令和７年３月31日時点の年齢）により受診できる検診が違いますので、下記の図で確認してください。
・�肝炎検査につきましては、下記対象者以外で検査を希望する20歳以上の方の場合、全額自己負担で対応できます。
・ヘリコバクタ－ピロリ菌抗体検査は令和元年度から追加されました。以前検査を受けた方や除菌等治療中の方
　は対象外です。
※乳がん・子宮がん検診は別日程となります。10月23日（水）に無料送迎バスにて札幌がん健診センターへ移動し、
　受診します。

特定健康診査の結果

◇内臓脂肪型肥満
腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上か、そ
れ以外でＢＭＩ25以上

①血糖高値
HbA1c（NGSP）5.6％以上／または空腹時血糖
100㎎/㎗以上

②血圧高値
収縮期血圧130㎜Hg以上／または拡張期血圧85
㎜Hg以上

③脂質異常
中性脂肪150㎎/㎗以上／またはHDLコレステロー
ル40㎎/㎗未満

④喫煙歴
　①～③のリスクが1つ以上該当かつ喫煙歴あり

＋

特定保健指導

「内臓脂肪型肥満」＋左のいずれかの項目に該当
する数によって「動機付け支援」か「積極的支援」
の対象者になります。生活習慣の改善に向けて行
動目標を設定し、その取組をサポートします。

基本的な項目

　〇診察                        〇中性脂肪
　〇質問票・身体測定　　 〇血糖（空腹）
　   ・血圧測定　　　　　 〇尿検査（尿蛋白・尿糖）
　〇GOT                        〇ヘモグロビンA1c
　〇GPT
　〇γ－GTP
　〇HDLコレステロール
　〇LDLコレステロール

赤井川村が追加で実施する項目

　　〇赤血球数　　　　　　　　〇白血球数
　　〇ヘモグロビン　　　　　 　〇MCV・MCH・MCHC
　　〇ヘマトクリット　　　　　　〇血小板数
　　〇クレアチニン(e-ＧFR含む） 〇心電図
　　〇尿酸
　　〇眼底検査
      〇尿検査（尿潜血）

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診

ーーーーーーーーー

乳がん検診
子宮がん検診

※10/23無料送迎バス

20歳以上の方
※４月に受診されたが
　ん検診は、今回受診

できません。　　　

前立腺がん検診 50歳以上の男性

肝炎検査 40歳の方及び41歳
以上の未受診者の方

ヘリコバクタ－ピロリ菌
抗体検査

20歳以上で
未受診の方

風しん抗体検査

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日の
間に生まれた男性

※風しん抗体検査のみ
　の申込はできません。

２．特定健康診査とは？
　40歳～74歳を対象にメタボリック及びその予備群を見つけることが重点となる健康診査で、各医療保険者に義
務付けられました。特定健康診査の結果を受診者全員に情報提供し、健康診査の結果から指導の必要性が高い方
に特定保健指導が行われます。

①～③の治療
に薬 剤を服用
してい る場 合
は除く

健康支援センターだより
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赤
井
川
消
防
団
員
と
し
て

ご
活
躍
頂
い
た
竹
下
末
雄
さ

ん
（
68
歳
／
字
日
ノ
出
）
が
、
令

和
６
年
度
春
の
叙
勲
・
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
、
５
月
27
日

に
赤
井
川
村
役
場
に
て
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
下
さ
ん
は
昭
和
51
年
に
赤

井
川
消
防
団
に
入
団
。
平
成
28

年
か
ら
は
分
団
長
に
就
任
さ
れ
、

44
年
余
り
の
永
き
に
亘
り
、
消

防
団
活
動
に
誠
心
誠
意
取
り
組

み
地
域
防
災
に
尽
力
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
健
康
に
留
意
さ

れ
、
益
々
の
ご
多
幸
を
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

〇
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

　

を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま

　

し
ょ
う
。

〇
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

　

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

　

所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
手
持
ち
の
筒
も
の
花
火
は
、

　

手
の
位
置
に
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。

〇
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊

　

び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

〇
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

　

う
。

〇
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度

　

に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法

　

で
点
火
し
て
下
さ
い
。

〇
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど

　

の
筒
も
の
花
火
は
、
途
中
で

　

火
が
消
え
て
も
筒
を
覗
い
て

　

は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

　

は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と

　

は
危
険
で
す
。
絶
対
に
し
て

　

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

６
月
11
日
に
赤
井
川
小
学
校

で
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

避
難
訓
練
後
に
、
５
・
６
年

生
が
訓
練
用
水
消
火
器
を
使
用

し
て
、
消
火
体
験
を
し
ま
し
た
。

長
距
離
は　

ひ
と
い
き
つ
い
て

心
に
ゆ
と
り
と
や
さ
し
さ
を

　

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
７
月

13
日
（
土
）
か
ら
22
日
（
月
）

ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

　

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無

　

理
な
追
越
し
を
せ
ず
、
交
通

　

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、

　

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
に
乗
っ
た
ら
全
て

　

の
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

居
眠
り
運
転
は
重
大
な
交
通

　

事
故
を
招
く
可
能
性
が
あ
り

　

ま
す
。
長
時
間
運
転
す
る
際

　

は
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
、

　

眠
気
を
感
じ
た
ら
無
理
な
運

　

転
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
は
、

　

自
転
車
が
車
の
仲
間
で
あ
る

　

こ
と
を
認
識
し
、
交
通
ル
ー

　

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

　

う
。

　

ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
は
ヘ

　

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
斜
め

　

横
断
、
無
理
な
横
断
は
大
変

　

危
険
で
す
の
で
、
横
断
歩
道

　

を
利
用
し
、
信
号
を
遵
守
す

　

る
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ

　

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
29

年
が
経
過
し
、
教
団
に
対
す
る

国
民
の
関
心
が
薄
れ
、
一
連
の

凶
悪
事
件
に
対
す
る
記
憶
が
風

化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
教

団
の
本
質
が
正
し
く
理
解
さ
れ

な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

教
団
は
今
も
な
お
、
札
幌
市

を
含
む
15
都
道
府
県
に
拠
点
施

設
を
有
し
、特
に「
A
l
e
p
h

（
ア
レ
フ
）」
こ
と
主
流
派
は
教

団
名
を
秘
匿
し
、
ヨ
ー
ガ
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
青
年
層
を
中

心
に
接
触
を
図
り
、
新
た
な
信

者
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

事
件
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
未
来
あ

る
若
者
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

忘
れ
な
い
で
！

オ
ウ
ム
真
理
教
が
起

こ
し
た
凶
悪
事
件
を

花
火
遊
び
は
迷
惑
に
な

ら
な
い
場
所
と
時
間

竹
下
末
雄
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
受
章

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

赤
井
川
小
学
校
で

防
災
訓
練
実
施
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毎
年
、
道
路
愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
が
今
年
度
も
各
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
花
植
え
作

業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
で
は
、「
道
路
を
守
る
月
間
」

（
８
月
）
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
３
月
ま
で
に
参
加
団
体
を
募
り
、
５

～
６
月
を
目
途
に
国
道
、
道
道
及
び
村
道
沿
い
の
花
壇
に
花
を
植
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
参
加
協
力
団
体
に
14
箇
所
の
花
壇
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
走
行
す
る
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
令
和
６
年
度
参
加
団
体

①
日
本
赤
十
字
奉
仕
団（
原
良
憲

　

宅
前
）

②
一
町
内
区
会
（
シ
ル
バ
ー
ハ

　

ウ
ジ
ン
グ
）

③
赤
井
川
小
学
校（
学
校
前
）

④
都
小
学
校（
学
校
前
）

⑤
一
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑥
二
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑦
曲
川
区
会
（
曲
川
集
会
場
前
） 　

⑧
赤
井
川
建
設
協
会（
役
場
向
か

　
　

い
）（
冷
水
ト
ン
ネ
ル
駐
車
帯
）

　

⑨
赤
井
川
商
工
会
女
性
部

　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前
）

　

⑩
赤
井
川
中
学
校（
学
校
前
）

　

⑪
赤
井
川
カ
ル
デ
ラ
温
泉（
温

　
　

泉
前
）

　

⑫
道
の
駅
あ
か
い
が
わ（
道
の

　
　

駅
花
壇
）

　

⑬
鉄
建
Ｊ
Ｖ
（
旧
都
保
育
所
花

　
　

壇
）

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
「
道
路
を
守
る
月
間
」

と
し
て
、
全
国
的
に
道
路
愛
護

運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
赤

井
川
村
に
お
い
て
も
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
道
路
清
掃
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
道
路
脇
の

ゴ
ミ
も
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
空
き

缶
等
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
近
隣
住
民
の
迷
惑

ば
か
り
で
な
く
、
地
球
の
環
境

汚
染
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
す
。

自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
き
ち
ん

と
処
分
を
し
て
、
車
か
ら
の
ポ

イ
捨
て
等
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
７
月
11
日（
木
）
午
後
３
時
30
分

　
７
月
25
日（
木
）
午
後
２
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　
７
月
25
日（
木
）
午
後
１
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

　
７
月
11
日（
木
）
午
後
１
時

※�

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※�

該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※�

「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
建
設
主
体

で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
は
、「
北
海
道
新
幹
線（
新
青

森
・
札
幌
間
）
環
境
影
響
評
価

書
（
北
海
道
）
平
成
14
年
１
月
」

に
基
づ
く
事
後
調
査
等
報
告
書

（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）（
令

和
６
年
３
月
）
を
、
環
境
影
響

評
価
法
第
27
条
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
～
７
月
29
日
の
土

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
20
日
間
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
総
務

企
画
地
域
振
興
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

道
路
愛
護
運
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

運
転
免
許
更
新
時
講
習

北
海
道
新
幹
線
環
境
影
響

評
価
事
後
調
査
等
の
公
表
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行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以

外
で
あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域

に
該
当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別

途
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農

地
の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施

設
（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）

を
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る

場
合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

  

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

11
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
６
年
６
月
14
日
現
在
）

　

昨
年
、
赤
井
川
村
の
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、

「
ま
る
っ
と
カ
ル
デ
ラ
農
村
フ

ェ
ス
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

赤
井
川
村
の
旬
の
農
産
物
や
、

そ
れ
ら
を
使
用
し
た
グ
ル
メ
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
が
丸
ご

と
楽
し
め
る
2
日
間
を
目
指
し
、

現
在
実
行
委
員
会
を
中
心
に
鋭

意
準
備
中
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
よ
り
一
層
活
性

化
し
、
多
く
の
来
場
者
で
溢
れ

る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
出
店
者
を
募
集
中
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
最
新
情
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
14
日
（
土
）

　

10
時
30
分
～
20
時

　

９
月
15
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

■
場
所

　

カ
ル
デ
ラ
公
園

◇
ま
る
っ
と
カ
ル
デ
ラ
農
村
フ

　

ェ
ス
Ｈ
Ｐ　

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
」
で
は
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
科
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

■
訓
練
期
間

　
10
月
1
日（
火
）～
３
月
14
日（
金
）

■
募
集
期
間

　
7
月
25
日（
木
）～
8
月
23
日（
金
）

■
選
考
日

　

９
月
４
日
（
水
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

■
試
験
内
容

　

数
学
、
国
語
、
面
接

■
お
問
い
合
わ
せ

○
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

○
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

Fax
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

　

１
８
６
９
年（
明
治
２
年
）、北

海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る
松

浦
武
四
郎
が
、明
治
政
府
に「
北

加
伊
道（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」と

い
う
名
称
を
提
案
し
た
７
月
17

日
は
、「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」、

愛
称「
道
み
ん
の
日
」で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再

発
見
し
、北
海
道
を
誇
り
に
思

う
心
を
育
み
、よ
り
豊
か
な
北
海

道
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期
す

る
日
と
し
て
平
成
29
年
に
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、道

民
の
皆
様
に
は
北
海
道
に
愛
着

や
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

　

道
民
生
活
課
道
民
生
活
係

　
℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
１
１

■
開
催
月
日
／
5
月
31
日

■
会
議
案
件

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
畑
地
化
促
進
事
業
に
係
る
意

　

見
照
会
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
の
内
容
と

異
な
る
目
的
に
転
用
し
た
時
に

は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
11
回

お

知

ら

せ

第
２
回
ま
る
っ
と

カ
ル
デ
ラ
農
村
フ
ェ
ス

訓
練
生
の
募
集

７
月
17
日
は

「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
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INFORMATION

年
金
だ
よ
り

　

経
済
的
理
由
ま
た
は
失
業
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
、保
険
料
が
免
除
、ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
下
、

ま
た
は
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

（
免
除
）
と
な
る
制
度
で
す
。

所得のめやす
保険料額
（月額）単身世帯 ２人世帯

（夫婦のみ）
４人世帯

（夫婦・子２人）

全額免除 67万円 102万円 172万円 納付なし

４分の１納付
（４分の３免除） 88万円 126万円 202万円 4,250円

半額納付
（半額免除） 128万円 166万円 242万円 8,490円

４分の３納付
（４分の１免除） 168万円 206万円 282万円 12,740円

※２人世帯、４人世帯のご夫婦は、夫または妻のどちらかにのみ所
　得がある世帯、お子さんは16歳未満のめやすです。
※社会保険料控除等がある方につきましては、めやすが変動する場
　合があります。
※一部納付のめやすは社会保険料等を一定額納付していると仮定し
　ています。
※一部納付制度は納付すべき一部の保険料を納付されない場合、将来
　の年金額に反映されず、また死亡や障害といった不慮の事態が生じ
　た場合に、年金を受け取ることができなくなることがあります。

◇免除の対象となる所得のめやす、承認された場合の納付額（令和６年度） 国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
　

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
7

年
４
月
期
採
用
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
待
遇

　

海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保

　

安
学
校
と
も
に
入
学
金
、
授

　

業
料
が
一
切
不
要
で
、
学
生

　

は
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務

　

員
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら

　

れ
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ

　

ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

◇
海
上
保
安
大
学
校

　

令
和
6
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

　

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
7

　

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者
等

◇
海
上
保
安
学
校

　

令
和
6
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育    

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

　

か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
7

　

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者
等

■
試
験
日
程

◇
申
込
用
紙
等
配
布
開
始
日
予

　

定

　

６
月
12
日（
水
）

◇
受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

・
海
上
保
安
大
学
校

　
８
月
22
日（
木
）～
９
月
４
日（
水
）

・
海
上
保
安
学
校

　
７
月
16
日（
火
）～
７
月
25
日（
木
）�

◇
１
次
試
験

・
海
上
保
安
大
学
校

　
10
月
26
日（
土
）、10
月
27
日（
日
）

・
海
上
保
安
学
校

　

９
月
22
日（
日
）

■
申
込
方
法
等

　

申
込
方
法
、
試
験
内
容
等
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

◇
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.kaiho.m

lit.

　

go.jp/recluitm
ent

■
お
問
い
合
わ
せ

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　
℡
０
１
３
４

－

２
７

－

６
１
１
８

　　

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及

び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

状
況
を
左
記
の
通
り
報
告
致
し

ま
す
。

■
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
の

　

運
用
状
況

〇
期
間

　

令
和
5
年
4
月
１
日
～

　

令
和
6
年
3
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

6
件

〇
決
定
区
分

　

全
部
開
示　
　
　
　
　

2
件

　

一
部
開
示　
　
　
　
　

4
件

■
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

　

状
況

〇
期
間

　

令
和
5
年
4
月
１
日
～

　

令
和
6
年
3
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

な
し

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
～
32
歳

ま
で
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う

仕
事
か
ら
事
務
や
調
理
な
ど
職

種
は
50
種
以
上
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

各
種
自
衛
官
等
募
集

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及
び

赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て



14� 広報あかいがわ　2024.7.1

お知らせ伝言板

　

村
で
は
、
経
済
産
業
省
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
と
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
の
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。令
和
５
年
度
に
は

複
数
年
の
調
査
を
経
て
、
カ
ル

デ
ラ
温
泉
熱
利
用
の
実
証
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
調
査
結
果
と

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
事
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
度
事
業
結
果
概
要

①
公
共
施
設
へ
の
温
泉
熱
利
用

設
備
導
入
に
よ
る
効
果
検
証

　

令
和
４
年
度
に
掘
削
調
査
を

行
っ
た
温
泉
井
を
活
用
し
、
カ

ル
デ
ラ
温
泉
及
び
体
育
館
（
指

定
避
難
所
）
に
お
い
て
、
温
泉

熱
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
（
補
助

暖
房
、
給
水
加
温
）
設
備
を
導

入
し
、
温
泉
熱
利
用
効
果
の
検

証
を
開
始
し
ま
し
た
。
温
泉
施

設
利
用
者
数
や
外
気
温
な
ど

様
々
な
要
因
に
よ
り
単
年
度

比
較
で
の
効
果
測
定
は
難
し

い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

令
和
６
年
２
～
３
月
の
熱
利
用

結
果
で
は
、
温
泉
施
設
の
灯
油

使
用
量
は
昨
年
同
時
期
と
比
べ

１
５
９
ℓ
の
減
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
実
証
を
続
け
、
温
泉

熱
利
用
効
果
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

②
公
共
施
設
へ
の
再
エ
ネ
等
導

入
可
能
性
調
査

　

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
に
対
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
低
減
な
ら
び
に
C
O
2
排

出
量
削
減
を
目
的
に
、
建
築
物

の
屋
根
や
壁
面
等
を
活
用
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
可
能
性

の
調
査
や
発
電
電
力
の
効
率
的

な
活
用
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
向
上

の
観
点
か
ら
蓄
電
池
の
導
入

も
併
せ
て
検
討
も
行
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
構
造
転
換
を
目
的
と
し

て
、
地
中
熱
を
活
用
し
た
空
調

設
備
導
入
に
向
け
た
地
中
熱
試

験
と
設
備
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
可
能

性
調
査

　

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
す

る
村
有
林
管
理
に
伴
い
発
生
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
質
、
量

を
調
査
し
、
村
内
に
お
い
て
有

効
活
用
す
る
た
め
の
課
題
等

を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
育
苗
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
、加
温
設
備
を
化

石
燃
料
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
型
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

可
能
性
に
向
け
た
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
事
業

①
太
陽
光
発
電
・
地
中
熱
利
用

に
よ
る
役
場
庁
舎
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
高
度
化
シ
ス
テ
ム
詳

細
設
計
業
務

　

赤
井
川
村
に
お
い
て
２
０
３
０

年
を
見
据
え
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

実
現
に
向
け
た
戦
略
的
な
取
組

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、再
エ
ネ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
役

場
を
Z
E
B
改
修
し
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
造
転
換
に
よ
る
効
果
を
可

視
化
す
る
取
組
や
施
設
の
長
寿

命
化
は
、
村
内
の
公
共
施
設
や

民
間
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

転
換
に
よ
る
脱
炭
素
化
に
向

け
た
改
修
モ
デ
ル
と
な
る
た

め
、
２
０
５
０
年
度
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
事
業
と

し
て
、
令
和
５
年
度
の
検
討
結

果
を
も
と
に
、
N
e
a
r
l
y
 

Z
E
B
を
前
提
と
し
た
役
場
改

修
の
詳
細
設
計
を
行
い
ま
す
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
可
能

性
調
査

　

昨
年
の
結
果
を
も
と
に
村

内
農
業
用
育
苗
ハ
ウ
ス
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
熱
供

給
シ
ス
テ
ム
、事
業
ス
キ
ー
ム
、

整
備
計
画
を
検
討
す
る
。
そ
の

他
に
も
公
共
施
設
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
検
討
と

し
て
設
備
更
新
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る「
村
営
都
プ
ー
ル
」

を
対
象
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
可
能
性
を
検

討
し
ま
す
。

③
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
検
討
調
査
事
業

　

北
海
道
は
冬
期
暖
房
使
用
に

よ
る
排
出
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
家
庭
部
門
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
化
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
高
気
密
・
高
断
熱
化
や

省
エ
ネ
型
機
器
の
使
用
と
い
っ

た
、
省
エ
ネ
推
進
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
創
エ

ネ
・
蓄
エ
ネ
の
活
用
な
ど
も

重
要
で
あ
り
、
家
庭
部
門
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
計

画
・
施
工
・
運
用
（
居
住
使
用

含
む
）
に
お
い
て
、
施
主
（
建

築
主
）
や
施
工
事
業
者
が
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
要
素
を
選
択
す
る

メ
リ
ッ
ト
や
、
そ
の
価
値
に
つ

い
て
理
解
を
促
進
す
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」
の

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
・

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

④
観
光
部
門
に
お
け
る
再
エ

ネ
・
省
エ
ネ
導
入
可
能
性
調
査

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

A
K
A
I
G
A
W
A
推
進
戦
略

策
定
の
際
、
北
海
道
大
学
と
赤

井
川
村
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
調
査
に
よ
っ
て
、
観
光
部
門

に
お
け
る
排
出
量
が
地
域
全

体
の
排
出
量
の
約
半
分
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

赤
井
川
村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
実
現
の
た
め
に
は
、
観
光

部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が

必
須
で
あ
り
、
環
境
に
配
慮
す

る
冬
期
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
価
値
向
上
と
地
域
振

興
を
図
る
た
め
、
村
内
の
観
光

事
業
者
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
（
D
M
O
）
と
連
携
し
、
再
エ

ネ
・
省
エ
ネ
導
入
可
能
性
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　

7
月
17
日
（
水
）
13
時
か
ら
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
進
め

カ
ル
デ
ラ
温
泉
熱
利
用

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください。

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。
Tel　０１３５―２２―０１１０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
更
新

や
災
害
対
策
な
ど
を
計
画
的
に

推
進
し
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
・

安
全
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め

２
０
２
４
年
10
月
検
針
分
か
ら

料
金
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
下
記
の
お
問

い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
水
道
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
５

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

　
　　　　　■水道料金

　　　　 ■下水道使用料

用途（水量） 基本料金 超過料金

家事用（１０㎥まで） １，５９０円 １㎥につき２３０円

団体用（２５㎥まで） ４，７８０円 １㎥につき２３０円

営業用（２０㎥まで） ３，７２０円 １㎥につき２３０円

臨時用（１㎥まで） ３８０円 １㎥につき２３０円

酪農用（７０㎥まで） １，４６０円    １㎥につき６０円

用途 水量 使用料金

汚水 １㎥につき ２４０円

　

８
月
26
日
は
「
火
山
防
災
の

日
」
で
す

　

皆
さ
ん
は
登
山
を
し
た
り
、

温
泉
に
入
っ
た
り
し
ま
す
か
。

　

様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
す
火

山
で
す
が
、
時
と
し
て
人
の
命

が
失
わ
れ
る
よ
う
な
災
害
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

火
山
で
起
き
る
現
象
が
通
常

よ
り
活
発
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
行
動
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
火
山
災
害
へ
の

備
え
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
８

月
26
日
が
「
火
山
防
災
の
日
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
庁
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
火
山
に
つ
い
て
正
し
く
知

っ
て
い
た
だ
き
、
火
山
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
火

山
防
災
の
日
」
特
設
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。
特
設
サ
イ
ト

で
は
、
火
山
や
そ
の
防
災
に
つ

い
て
学
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
火
山
防
災
の
日
」
を
き
っ

か
け
に
、
火
山
へ
の
理
解
を
深

め
、
火
山
災
害
の
発
生
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

◇
「
火
山
防
災
の
日
」
特
設
サ
イ
ト

　

https://w
w
w
.data.jm

a.

　

go.jp/vois/data/tokyo/

　

kazanbosai/index.htm
l

火
山
防
災
の
日

　　

赤
井
川
村
と
余
市
町
を
結
ぶ

地
域
公
共
交
通
で
あ
る
「
む
ら

バ
ス
」。
運
行
２
年
目
と
な
っ

た
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
の
乗
客
数
は

１
９
，８
４
８
人
と
な
り
、「
む

ら
バ
ス
」
運
行
前
の
令
和
３
年

度
バ
ス
利
用
者
５
，
７
８
４
人

と
比
較
し
て
3.4
倍
の
利
用
者
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

む
ら
バ
ス
利
用
の
増
加
要
因

と
し
て
は
、
通
学
や
通
院
、
買

い
物
な
ど
の
生
活
利
用
の
ほ

か
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
通
勤
利
用
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ

ー
ト
ま
で
の
観
光
利
用
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
よ
り
社
会

福
祉
協
議
会
が
「
お
出
か
け
ア

シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し

た
こ
と
か
ら
、
ご
自
宅
か
ら

バ
ス
停
ま
で
は
「
お
出
か
け
ア

シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
」、バ
ス
停
か

ら
余
市
町
ま
で
は「
む
ら
バ
ス
」

と
い
っ
た
２
つ
の
地
域
内
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
公
共
交
通
を

支
え
て
い
る
の
は
、日
々
の
安

全
運
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
運
転
手
の
皆
さ
ん
の
お
陰

で
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
む
ら
バ
ス

　

総
務
課
総
務
係

　

℡
3
４

－

6
２
１
１

○
お
出
か
け
ア
シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

赤
井
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
3
４

－

6
０
６
８

約
２
万
人
の
皆
さ
ん

に
む
ら
バ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
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お知らせ伝言板

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2024.5.17 0.034 くもり
5.21 0.037 くもり
5.24 0.035 晴れ
5.28 0.034 晴れ
5.31 0.040 くもり
6.4 0.034 くもり
6.7 0.035 晴れ

6.11 0.034 晴れ
6.14 0.035 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

７
月
の
気
象
情
報

　

広
報
あ
か
い
が
わ
６
月
号

（
№
７
０
９
）
の
５
頁
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
改
定
に
つ

い
て
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

◆
水
道
料
金（
表
６
行
目
）

　

超
過
料
金

　

誤　

１
㎥
に
つ
き
230
円

　

正　

１
㎥
に
つ
き
60
円

　

確
認
不
足
に
よ
り
こ
の
よ

う
な
ミ
ス
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

６
月
号
の
記
事

訂
正
に
つ
い
て

　「はじめまして」のご挨拶から、早くも１年が過ぎてしまいました。毎日が、
あまりにも楽しく過ぎるものだから、あっと言う間。そんなに、早く過ぎな
くても良いのに・・・なんて思う今日この頃です。
　さて、1年間を振り返ってみましょう。思い出すことは、やっぱり「食」
春は、「山わさび」「アスパラ」「いちご」
夏は、「ソフトクリーム」「あかりん焼き」「メロン」
秋は、「おそば」に「お米」に「かぼちゃ」「生姜せんべい」
冬は、「お味噌」「ほしいも」「焼き芋」それに、それに、、、上げだしたらキ
リがありません!!
　今年も、食いしん坊が歩き回ります。
　これからも、色々な方に出会い、美味しい物もたくさん食べて引き続き
赤井川村をPRできればと思っています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.14　地域おこし協力隊　富澤　麻由子



17 広報あかいがわ　2024.７.1

INFORMATION

〈
５
月
15
日
～
６
月
14
日
届
出
〉

　

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
指
定
寄
付
（
学
校
教
育
の
た

　

め
）
と
し
て　

５
万
円

　

堀
松
建
設
工
業
株
式
会
社　

様

○
一
般
寄
附
と
し
て　

株
式
会

　

社
深
川
硝
子
工
芸
製
小
樽
切
子

　

燦
　
冠
水
瓶

　

北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社　

様

村
長
の
う
ご
き

�

〈
５
月
15
日
～
６
月
14
日
〉

（
５
月
）

15
日
◇
道
路
整
備
に
係
る
要
望

　
　
　

活
動
団
結
式
／
東
京
都

　
　

◇
道
路
整
備
促
進
期
成
同

　
　
　

盟
会
全
国
協
議
会
総
会

　
　
　

／
東
京
都

　
　

◇
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道

　
　
　

づ
く
り
全
国
大
会
・
要

　
　
　

望
活
動
／
東
京
都

16
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
道
央
支
部

　
　
　

研
修
会
／
日
高
町
／
～

　
　
　

17
日

18
日
◇
余
市
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

　
　
　

プ
作
戦
／
字
赤
井
川

21
日
◇
赤
井
川
村
商
工
会
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
林
整
備
推
進
協
定
運

　
　
　

営
協
議
会
／
札
幌
市

22
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
悠
楽
学
園
大
学
開
講
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
教
育
三
者
歓
迎
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

23
日
◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
　
　

づ
く
り
北
海
道
連
携
会

　
　
　

議
定
期
総
会
／
美
瑛
町

　
　
　

／
～
24
日

26
日
◇
住
吉
神
社
田
植
え
祭
／

　
　
　

字
曲
川

　
　

◇
ア
リ
ス
フ
ァ
ー
ム
50
周

　
　
　

年
イ
ベ
ン
ト
／
字
日
ノ

　
　
　

出

27
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
叙
勲
伝
達
式
／
字
赤
井
川

29
日
◇
新
幹
線
・
黒
松
内
小
樽

　
　
　

間
建
設
促
進
期
成
会
総

　
　
　

会
／
小
樽
市
・
倶
知
安
町

30
日
◇
市
町
村
長
の
災
害
対
応

　
　
　

力
研
修
／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
樽
開
発
建
設
部
道
路

　
　
　

計
画
課
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

31
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

北
海
道
段
階
要
望
活
動

　
　
　

／
札
幌
市

（
６
月
）

1
日
◇
赤
井
川
小
学
校
運
動
会

　
　

／
字
赤
井
川

3
日
◇
堀
松
建
設
工
業
株
式
会

　
　
　

社
来
庁
／
字
赤
井
川

4
日
◇
小
樽
道
路
事
務
所
幹
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

　
　

◇
塩
竃
市
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
後
志
の
む
ら
連
携
協
議

　
　
　

会
総
会
／
倶
知
安
町

6
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
定
期
総
会

　
　
　

／
東
京
都

　
　

◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

懇
談
会
／
東
京
都

7
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

中
央
要
望
活
動
／
東
京
都

8
日
◇
都
小
学
校
運
動
会
／
字
都

9
日
◇
陸
上
自
衛
隊
第
11
特
科

　
　
　

隊
11
旅
団
・
真
駒
内
駐

　
　
　

屯
地
記
念
式
典
／
札
幌
市

　
　

◇
恒
志
堂
20
周
年
記
念
イ

　
　
　

ベ
ン
ト
／
札
幌
市

10
日
◇
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社

　
　
　

連
携
協
定
締
結
式
／
字

　
　
　

常
盤

　
　

◇
H
B
C
ラ
ジ
オ
出
演
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
都
小
学
校
跡
地
利
用
懇

　
　
　

談
会
／
字
都

11
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
担
い
手
育
成
総
合
支
援

　
　
　

協
議
会
総
会
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

　
　
　

策
協
議
会
総
会
／
字
赤

　
　
　

井
川

13
日
◇
農
村
ネ
ッ
ト
イ
ン
中
富

　
　
　

良
野
／
～
14
日

１
日
◇
「
や
さ
い
バ
ス
」
説
明

　
　
　

会

7
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　

議

8
日
◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

9
日
◇
赤
井
川
村
議
会
協
議
会

10
日
◇
入
札

14
日
◇
第
2
回
赤
井
川
村
景
観

　
　
　

計
画
策
定
委
員
会

20
日
◇
赤
井
川
村
国
際
交
流
推

　
　
　

進
委
員
会
定
期
総
会

22
日
◇
入
札

21
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

23
日
◇
赤
井
川
村
D
M
O
定
期

　
　
　

総
会

27
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

28
日
◇
教
育
委
員
会
議

31
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９５７ １８５ １，１４２ －１１０

男 ４８５ １１１ ５９６ －７３

女 ４７２ ７４ ５４６ －３７

世帯数 ５０７ １７４ ６８５ －１１１

※令和６年５月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川水稲部会と住吉神
社が合同開催した「お田植祭」の様子です。
　「御田植神事」とは、稲作の始まりととも
に、田んぼの神さまを祭る行事で、全国各
地で行われている伝統ある儀式だそうです。

む
ら
の
日
誌（
５
月
）

住
民
の
ま
ど



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■６月は近隣町村でお祭りが開催されていましたね。
　「お祭り」というフレーズを見たり聞いたりすると、夏だな～と思いま
す。
　夏と言えば「キャンプ」に「海水浴」など楽しいことが沢山できるシー
ズンですね！私事ですが、今年は沢山キャンプをしたいなと思っていま
す。
　みなさんも夏にしかできないことを思いっきり楽しみましょう！（K）

【発行情報】広報あかいがわ2024年7月号（№710）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

撮影：企画地域振興係　場所：山村広場　　　　　　撮影日：2024年6月1日（左2枚）
撮影：教育委員会　　　場所：都小学校グラウンド　撮影日：2024年6月8日（右2枚）

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？




